
●日時：令和 3年 6月5日（土）11：00〜 16：05（予定）　　●開催形式：Online 開催

　令和元年11月から世界的な蔓延が始まった COVID-19による感染症は， 1 年以上経過する現在もなお全世界
で猛威を振るっています。この感染症により昨年度第 9 回国際歯学研修会，令和 2 年度歯学会大会は中止とさ
せていただきました。しかし本年度はぜひ開催したいとのことから Online 開催といたしました。本会はじめ
多くの学会は当初より行ってきた On site から Online へと変化し，各団体，一様に苦慮しながら実施していま
す。
　Online による開催は十分な伝達が難しい点がありますが，新たな発表や表現形式などの教育法，それによる
利点を積極的に見い出す良い機会にもなっています。
　そこで本大会では，基調講演にて COVID-19感染拡大に対して新たな前向きな対応をされている日本歯科医
学会会長，日本歯科医学会連合理事長の住友雅人先生に，今までの活動を通して現状をどのように捉え対応し
ていくべきかについてお話しいただきます。またシンポジウムでは「感染症と歯科」のタイトルで COVID-19
をはじめとする感染症に対しての様々な立場からの具体的な対応についてお話しいただくことといたしました。
　本学術大会が皆様のこれからの対応にお役に立てればと思います。

� 大会長　渡邉　文彦（日本歯科大学  歯学会会長・名誉教授）

	 ◆基調講演
	 　住友　雅人 先生　（‌�日本歯科医学会  会長・日本歯科医学会連合  理事長）

	 ◆シンポジウム「感染症と歯科」
　
	 　シンポジスト　　　 高橋　幸裕 先生　（生命歯学部微生物学講座  教授）

　　小松﨑　明 先生　（新潟生命歯学部衛生学講座  教授）
　　石垣　佳希 先生　（附属病院口腔外科  准教授）
　　水谷　太尊 先生　（新潟病院総合診療科  准教授）

※各先生のタイトル等，詳細は次号の会報にてお知らせします。

■メインテーマ

『歯科界におけるCOVID−19 への前向きな取り組みと対応』

令和 3年度
日本歯科大学歯学会大会のお知らせ

新型コロナウイルス感染は未だに収束を見ず，拡大防止を鑑み，令和 3年度日本歯科大学歯学会大会
はOnline にて開催いたします。会員の皆様の多数のご参加をお待ちしております。

【お問い合わせ先】令和 3年度　日本歯科大学歯学会大会  準備委員長　上田　一彦
　　日本歯科大学新潟生命歯学部歯科補綴学第 2講座
　　〒951-8580 新潟市中央区浜浦町 1 - 8
　　TEL 025-267-1500（内線3311） 　E-mail：shigakukai2021@ngt.ndu.ac.jp

　 ※事前参加登録が必要となりますので，お手数をおかけいたしますが日本歯科大学歯学会，
　　 校友会ホームページ内の専用バナーより4月30日（金）までにご登録をお願いいたします。


